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至近16年，1985年と2000年の
年平均値の差　約1.6m低下
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至近16年，1985年と2000年の
年平均値の差　約1.2m低下
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至近16年，1985年と2000年の
年平均値の差　約1.3m低下
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至近16年，1985年と2000年の
年平均値の差　約1.9m低下
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至近16年，1985年と2000年の
年平均値の差　約1.4m低下
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至近16年，1985年と2000年の
年平均値の差　約0.4m上昇

地下水位観測井  84-10-015
日詰

20

25

30

35

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

地
下

水
位

標
高

月
平

均
値

(T
,P

,m
)

昭和53年

昭和54年

昭和55年

昭和56年

昭和57年

昭和58年

昭和59年

昭和60年

昭和61年

昭和62年

昭和63年

平成元年

平成2年

平成3年

平成4年

平成5年

平成6年

平成7年

平成8年

平成9年

平成10年

平成11年

平成12年

平成13年

年平均

至近16年（1985～2000年）
の月平均値の差  約1.5m

地下水位観測井  84-10-016
作道

-5

0

5

10

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

地
下

水
位

標
高

月
平

均
値

(T
,P

,m
)

昭和55年

昭和56年

昭和57年

昭和58年

昭和59年

昭和60年

昭和61年

昭和62年

昭和63年

平成元年

平成2年

平成3年

平成4年

平成5年

平成6年

平成7年

平成8年

平成9年

平成10年

平成11年

平成12年

平成13年

年平均

至近16年（1985～2000年）
の月平均値の差  約1.8m

図3-5(7)　地下水位の経年変化（左）月変化（右） 3-19


	現地調査結果（庄川扇状地の地下水現況）
	地下水ポテンシャル分布
	
	
	庄川扇状地全体としては南東から北西の小矢部川に向かう地下水の流れが認められ、庄川本川からの伏没涵養の存在と、小矢部川が扇状地地
	庄川扇状地の扇央部には連続した地下水谷が形成されており、水理地質特性が扇状地堆積物中で一様でないことを示している。
	３回の一斉測水結果から、融雪時に水田等扇状地面から相当量の地下水涵養が生じていること、特に射水低地域で消雪用地下水採取に起因した地下
	地下水横断調査結果によると、上流域の庄川河川水水面と地下水面高には大きな乖離があり、水理地質構造的に庄川河川水と地下水とは縁切りさ�

	一斉測水調査
	地下水横断調査


	地下水位変動
	
	
	全体的な傾向としては、扇状地扇端域で地下水位上昇傾向、庄川左岸中流～上流域での地下水位低下傾向の継続が認められる。こうした現象は、下
	扇状地扇端域の地下水位上昇傾向は、旭ヶ丘、能町、寺塚原で認められ、それぞれ至近15年（1985年～2000年）�
	庄川左岸中流～上流域の地下水位低下傾向は、「松ノ木」「千保」「日詰」で認められ、それぞれ至近15年（1985年�
	新規観測井のデータに関しては今後の観測値の蓄積を待つ必要があるが、冬期間の短期の観測データを見る限り、一見、

	観測井戸の状況
	地下水ポテンシャルの長期変動傾向
	扇状地の地下水位の季節変動
	新規観測井の設置と地下水連続観測結果


	地下水水質
	
	
	扇状地内には、庄川の流路に沿った地下水の流れと、庄川左岸・合口付近から砺波市街を経て小矢部川に向かう流れの２つの大きな地下水流動�
	扇状地を取りまく周辺地域や沿岸部射水低地では、水質の異なる地下水の分布が見られる。これらは流域の地質や涵養機構の違い、ある�
	既往の同位体分析結果からは庄川扇状地地下水が、①庄川系地下水、②小矢部川系地下水、③宝達丘陵系地下水、④地表水起源の地下水の大きく�
	主要溶存成分に基づく水質類型
	多変量解析による水質的特徴の検討
	環境トレーサー（同位体）分布特性と今回結果との比較




	’î™¸Łﬂ‡Ì™n›º’–‹ÊŁÏﬁ®new.pdf
	grp

	”‚Š¿-3†@‚æ3‘Í_2_2.pdf
	現地調査結果（庄川扇状地の地下水現況）
	地下水ポテンシャル分布
	
	
	庄川扇状地全体としては南東から北西の小矢部川に向かう地下水の流れが認められ、庄川本川からの伏没涵養の存在と、小矢部川が扇状地地
	庄川扇状地の扇央部には連続した地下水谷が形成されており、水理地質特性が扇状地堆積物中で一様でないことを示している。
	３回の一斉測水結果から、融雪時に水田等扇状地面から相当量の地下水涵養が生じていること、特に射水低地域で消雪用地下水採取に起因した地下
	地下水横断調査結果によると、上流域の庄川河川水水面と地下水面高には大きな乖離があり、水理地質構造的に庄川河川水と地下水とは縁切りさ�

	一斉測水調査
	地下水横断調査


	地下水位変動
	
	
	全体的な傾向としては、扇状地扇端域で地下水位上昇傾向、庄川左岸中流～上流域での地下水位低下傾向の継続が認められる。こうした現象は、下
	扇状地扇端域の地下水位上昇傾向は、旭ヶ丘、能町、寺塚原で認められ、それぞれ至近15年（1985年～2000年）�
	庄川左岸中流～上流域の地下水位低下傾向は、「松ノ木」「千保」「日詰」で認められ、それぞれ至近15年（1985年�
	新規観測井のデータに関しては今後の観測値の蓄積を待つ必要があるが、冬期間の短期の観測データを見る限り、一見、

	観測井戸の状況
	地下水ポテンシャルの長期変動傾向
	扇状地の地下水位の季節変動
	新規観測井の設置と地下水連続観測結果


	地下水水質
	
	
	扇状地内には、庄川の流路に沿った地下水の流れと、庄川左岸・合口付近から砺波市街を経て小矢部川に向かう流れの２つの大きな地下水流動�
	扇状地を取りまく周辺地域や沿岸部射水低地では、水質の異なる地下水の分布が見られる。これらは流域の地質や涵養機構の違い、ある�
	既往の同位体分析結果からは庄川扇状地地下水が、①庄川系地下水、②小矢部川系地下水、③宝達丘陵系地下水、④地表水起源の地下水の大きく�
	主要溶存成分に基づく水質類型
	多変量解析による水質的特徴の検討
	環境トレーサー（同位体）分布特性と今回結果との比較




	’î™¸Łﬂ‡Ì™n›º’–‹ÊŁÏﬁ®new.pdf
	grp





